
船舶事故調査報告書 

令和６年２月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 浸水 

発生日時 令和５年７月２１日 １５時００分ごろ 

発生場所 愛知県衣浦港 

 衣浦港中央ふとう西灯台から真方位１８７°１,１７０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°５１.８′ 東経１３６°５７.７′） 

事故の概要  貨物船宝
ほう

福
ふく

丸は、着岸中、機関室に浸水した。 

事故調査の経過 令和５年８月１６日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 宝福丸、２３８トン  

 １３３２４８、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、五級（航海） 

機関長、六級（機関）（機関限定） 

 負傷者 なし 

 損傷 機関室の船底に濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風速 約３～４m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 事故の経過 本船は、船長及び機関長が乗り組み、愛知県名古屋港第３区に向

け、大麦約５３０ｔを積載して衣浦港に着岸していた。 

船長は、機関室に向かい、主機を始動した直後、同室の船底で浸水

しているのを発見し、数時間経過すれば、主機が浸かるのではないか

と思い、出港を断念した。 

本船は、手配した潜水士によって直径約４０mm の破口が船外から確

認され、応急処置として木栓を同破口に詰め込むなど止水したのち、

積荷を陸揚げした。 

本船は、翌日造船所に上架し、修理された。 

船長は、上架した際、機関室の船底に生じた破口は異種金属による

電気腐食ではないかと思った。 

本船は、上架した際に保護亜鉛を交換していた。 

本船は、機関室の船底を清掃したことがなく、また、同船底の板厚

を計測したこともなかった。 

分析 本船は、着岸中、電気腐食により機関室の船底に破口を生じたこと

から、同破口から海水が流入して機関室に浸水したものと考えられ

る。 

本船に生じた電気腐食は、機関室の船底に落下した異種金属により

発生した可能性があると考えられるが、同腐食に至った状況を明らか

にすることはできなかった。 



原因 本事故は、本船が、着岸中、電気腐食により機関室の船底に破口を

生じたため、同破口から海水が流入して機関室に浸水したものと考え

られる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・機関部乗組員は、定期検査等で入渠した際には、機関室の船底を

清掃し、ボルト、ナット等の金属が落下していない状態を確保す

るよう心掛けること。 

・船舶所有者は、船齢を考慮の上、船底の板厚を計測し、必要があ

れば修理すること。 

 


